
第６学年 国語科学習指導案 

  

 

 

 

１ 単元  筆者の考えを受け止め、自分の考えを伝えよう 

      「平和のとりでを築く」 「自分の考えを発信しよう」 

 

２ 指導の考え方 

（１） 子どもの実態 

      本学級の子どもたちは、これまでに「カレ－ライス」「やまなし」という２つの物語と「生

き物はつながりの中に」という説明文、「森へ」という紀行文を学習している。「生き物はつ

ながりの中に」では、文章の構成や表現に着目しながら筆者の考えを読み取るために、問題

提起文と対応する答えの文を指摘したり、段落ごとに要点をまとめたり、小見出しを付け段

落相互の関係から文章構成をとらえる学習をしてきた。また、題名の意味を考えながら筆者

の主張や意図をとらえ、それに対する自分の考えをまとめて文章に書き表す学習もしてきた。 

      これらの学習を通して、子どもたちは、文章構成の工夫を考えたり、文脈の中での叙述を

たどったりしながら、書き手の伝えたいことを読み取ることができるようになってきた。し

かし、中心となる叙述を自分の力で見つけることができない子どもや部分的な読みで終わっ

てしまう子どももおり、自力で文章構成を的確にとらえ、筆者の意図を読み取っていく力は

まだ十分に育っているとは言えない。また、表現力については、自分の知識や経験とつない

で考えたり友達の発表を聞きながら、自分の考えを深めたり広げたりすることが少しずつで

きるようになってきているところである。 

（２） 教材について 

     第５学年及び第６学年の「読むこと」の目標は、「目的に応じ、内容や要旨を把握しながら

読むことができるようにするとともに、読書を通して考えを広めたり深めたりしようとする

態度を育てる。」ことである。この目標を達成するため本単元の「平和のとりでを築く」では、

「エ．書かれている内容について事象と感想、意見の関係を押さえ、自分の考えを明確にし

ながら読むこと。」「イ．目的や意図などに応じて、文章の内容を的確におさえながら要旨を

とらえること。」の指導が必要になる。 

     本教材は、広島の原爆ド－ムが世界遺産になった経緯を、筆者の思い、原爆ドームがたど

った歴史、世界遺産への道のり、筆者の伝えたい考えという構成で表しており、「書かれてい

る内容について、事象と感想、意見の関係を押さえ、自分の考えを明確にしながら読む。」と

いう（読むことエ）ねらいに迫ることのできる教材である。続く「自分の考えを発信しよう 

―インタ－ネットと学習」は、平和というテ－マに関わる多様な材料を集め、自分なりの考

えをもち発信していくという、表現力を高めることができる教材であり、「自分の考えを明確

に表現するため、文章全体の組み立ての効果を考えること。」や「事象と感想、意見などを区

別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりすること。」（書くこと



ウ，エ）の指導に適した教材である。 

     文章の特質としては、問いに対して明確な答えのある説明文ではなく、はじめと終わりに

は筆者の思いが強く書かれている文章である。擬人法、比喩法などが使われ、児童が比較的

スム－ズに読み進めていくことができると思われる。戦争（原爆）で傷を受けた原爆ド－ム

を例にして、その歴史を読み取りながら、保存への道のり、多くの人々の希求する平和、筆

者の伝えたいことを読み取り、これからの社会のあり方を６年生の児童に考えさせるにはふ

さわしい教材である。 

（３） 指導にあたって 

      単元の導入では、これまでの平和学習や修学旅行への思い、新聞やニュ－ス番組から得た

情報を交流させ、学習への意欲を高めさせる。次に教科書を用い、本単元の構成が、説明文

の読み－情報収集－自分の考えの発信という構成になっていることを確認し、学習の見通し

をもたせる。そして、最終的には１２月の全校朝会で全校に平和への思いを伝える機会を持

つとともに、次の５年生が平和への思いを引き継いでくれるような１冊の本にまとめていく

ことを伝え、目的を明確にして取り組ませる。 

      また、「平和」というテ－マについて、明確な根拠をもとに自分の考えを主体的に発信する

ために、次の三点を考慮して指導にあたりたい。一点目は、「平和のとりでを築く」の読み取

りにおいて、筆者の考えを読み取るために、題名や文章の構成、キ－ワ－ドなどから筆者の

考えを要旨にまとめられるよう学習活動を作る。文章を正しく読み取っていけるよう、ワ－

クシ－トの活用や文章への書き込みなどの活動をし、どの児童にも説明文の読み取りの力を

つけたい。二点目は、筆者の考えに対する自分の考えをまとめていく際、自分の考えを具体

的に書けるよう指導する。ここでは、インタ－ネットを活用したり図書や視聴覚資料などを

用意したりしたい。三点目は、「自分の考えを発信する」という終末の課題をとらえ、課題追

求の計画を立てるなど、学習の見通しをもたせるようにする。また、自分の発信する事柄の

根拠となるような情報を進んで集め、読んだり、話し合ったりすることを通して自分の考え

を拡充するようにさせたい。この時、課題が似ているもの同士で情報交換したり、話し合っ

たりすることができるよう必要に応じて、グル－プでの学習形態も取り入れていきたい。 

      以上のことを配慮し、どの児童も自分の考えに従って主体的に発信できるよう指導してい

きたい。 

 

３ 単元の目標 

○  筆者の伝えたいことに対して自分なりの考えをもち、自分の考えについて主体的に調べたり、

分かりやすく伝えるために書き表したりすることができる。   【国語への関心・意欲・態度】 

○  文章の内容を的確におさえながら要旨をとらえ、自分はどのように考えるかを明確にしながら

読むことができる。                               【読む】 

○  戦争や平和について、自分の考えが伝わるように、必要な材料を選んだり整理したりして、文

章構成を考え、事実と意見を区別し、文章に書きまとめることができる。       【書く】 

○  文中の語句や漢字の意味を理解し、指示語の効果的な使い方を身に付けて、書いたり話したり

する時に適切に使うことができる。           【言語についての知識・理解・技能】 

 



４ 学習計画 （全１７時間） 
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主な学習活動と内容 指導上の留意点 
１ 単元名、リ－ド文、題名から

学習の構えをもつ。 
 
 
 
 
 
 
２ 教科書の単元構成から学習の

見通しをもつ。 
 
 
 
 
１ 単元名、題名、冒頭を読んで

読み通しのめあてをつくる。 
 
 
 
 
 
 
 
２ 全文を読み通す。 
 
 
１ 全文を読み、意味段落に分け

て、文章構成をとらえる。 
２ 読みのめあて①に対して、「原

爆ド－ムがたどった歴史－世界

遺産への道のり」を年表に整理

する。 

○ 平和や戦争に関して、新聞を見たりニュ－スを視

聴したりして知っていることや、これまでの平和学

習で学んだこと、修学旅行で行く被爆地長崎への思

いについて振り返らせ、「平和」について考えるこ

とができるようにする。 
 
 
 
○ 既習学習を想起させながら、説明文を読んで筆者

の考えを受け止め、その上で自分の考えを伝えると

いう学習の構えをもたせる。 
○ 教科書に目を通しながら、本単元が、説明文の読

み－情報収集－自分の考えの発信という構成にな

っていることをとらえさせる。 
○ 冒頭の①段落で、筆者が「わたし」という語り手

として原爆ド－ムに対する思いを語り出している

ことに着目し、単元名、題名とつないで、読み通し

のめあてを生み出す。 
 
 
 
 
 
○ 難語句の意味を確認したり、歴史的な背景につい

て補足したりする。 
 
○ 形式段落を意味段落に分け、意味段落のつながり

を考えさせる。 
○ 文章構成や文末表現、時を表す言葉や「保存」「世

界遺産」という言葉をキ－ワ－ドに、事実を正確に

とらえることができるようにする。 

 「平和のとりでを築く」を読んで筆者の考え（伝えたいこと）を受け止め、この学習を

通して深めた自分の考えをみんなに伝えよう。 

【読み通しのめあて】 
①  原爆ド－ムは、世界遺産への仲間入りを果たすまでに、どのような年月をたどって

きたのだろう。 
②  「平和のとりでを築く」で、筆者は何を伝えたいのだろう。 

過程 時 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３

４

５

  

予

見

① 

② １９１５年、物産陳列館として完成した。 
③ 作品展の会場として使われた。 
④ １９４５年、原子爆弾が投下され、この建物にほど近い上空で爆発した。 
⑤ 全焼したものの、レンガと鉄骨の一部は残り、丸屋根の支柱の鉄骨がド－ムの形とな

って建物の最大の特徴をとどめた。 
 

【予見①の方向】 
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はっぴょう１ 単元名、リード文、

題名から学習の構えをもつ。 
 
 
 
 
 
 
３ 予見①について話し合う。 
 ○ いつのことで、どんな出来

事があって、その時の人々の

思いはどうだったのかをはっ

きりさせる。 
１ 読み通しのめあて②に対する

自分の読みを書きまとめる。 
 ○ 「語り手の思い－原爆ド－

ムがたどった歴史－世界遺産へ

の道のり－まとめ」という文章

構成を確認した上で、自分の読

みを書きまとめさせる。 
 
 
 
 
 
 
１ ⑬段落（まとめの段落）の「原

爆ド－ムは、それを見る人の心

に平和のとりでを築くための世

界の遺産なのだ。」という叙述を

中心に、筆者の伝えたいことを

明らかにする計画を立てる。 
 ○ 書きまとめた考えを発表し

合い、読み確かめのポイントを

つくる。 
 
 
 

○ 平和や戦争に関して、新聞を見たりニュースを視

聴したりして知っていることや、これまでの平和学

習で学んだこと、修学旅行で行く被爆地長崎への思

いについて振り返らせ、「平和」について考えるこ

とができるようにする。 
 
 
 
○ 足りない言葉や絶対落としてはいけない言葉を

見付けるように助言する。 
 
 
 
○ 文章構成に着目すれば、とらえやすくなることを

助言する。 
○ 手がかりとなりそうな箇所にサイドラインを引

かせる。 
○ 「？と思うこと」「はっきりさせたいこと」も書

かせておき、後の学習に生かす。 
 
 
 
 
 
 
 
○ 筆者の伝えたいことは、⑬段落にまとめられてい

ることに気付かせ、筆者の書き表し方に問題意識を

もたせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
予

見

② 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 

【予見①の方向】 
⑥ 戦後間もないころ、原爆ドームを保存するか取りこわすか議論が続いた。 
⑦ １９６０年、一少女の日記がきっかけで、市民も役所も「原爆ド－ム永久保存」に立

ち上がった。 
⑧ 全国から保存を願う手紙や寄付が次々と集まり、補強工事がくり返された。 
⑨ １９９２年、原爆ド－ムを世界遺産にしようという動きが高まり、市民中心の活動が

 全国へと広がった。 
⑩ 世界遺産とは、文化遺産と自然遺産を未来に向けて大切に守っていく制度である。 
⑪ １９９６年、世界遺産の候補として審査を受け、決定の知らせが届いた。 

【予見②の方向】 
 筆者の大牟田さんは、「平和のとりでを築く」で、戦争をして、皆に親しまれた建物が

全焼して傷だらけの「原爆ド－ム」になったけれど、全世界の人々に核兵器の不必要さを

伝える世界遺産であることと、もうこういう戦争をなくし、みんなで平和な世の中をつく

っていかなければならないことを伝えたいと思いました。 

【読み確かめるポイント】 
①「それを見る人」とは、だれのことを指していっているのか。 
②「平和のとりでを築く」とは、どういうことなのか。 
③「世界の遺産」という言い方をしているのはなぜなのか。
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１ 筆者の伝えたいことを読み確

かめるためのポイントについて

確認する。 
２ 読み確かめのポイントにそっ

て叙述を確かめながら、筆者の

伝えたいことについて書きまと

める。 
 
 
１ 前時に書きまとめたものをも

とに、話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 話し合って明らかになったこ

とを書きまとめる。 
１ 読み取ったことを振り返る。

 
 
２ 筆者の伝えたいことやそれに

対する自分の考え、戦争や平和

についての自分の見方・考え方

を書きまとめる。 
 ○ 根拠をより確かにして、自

分の考えを書きまとめる。 
 
 
３ 書きまとめたものを交流し、

戦争や平和についての自分の見

方・考え方を見直す。 

○ まとめの段落のひとつひとつの叙述を問いかけ

ながら、筆者の伝えたいことについて読み確かめる

ポイントを確認する。 
○ それぞれのポイントについて、根拠を明らかにし

ながら、筆者の伝えたいことについて書きまとめさ

せていく。  
○ ポイントの②では、ユネスコ憲章の前文の引用

「戦争は人の心で生まれるものである」と関連付け

て考えるよう助言する。 
○ 一人一人の読みの違いを生かして、それぞれの読

み取りとその解釈を聞きあう中で、より確かに筆者

の伝えたいことを受け止めさせていく。 
 
 
 
 
 
 
 
○ 根拠を明らかにして自分の考えを組み立てるこ

とができていれば、幅をもって認めていくようにす

る。 
○ 友達の読みや考え、感想と関連付けて自分の読み

や考え、感想の深まりを書くように助言する。 
○ 前時までに読み取ったことを振り返り、筆者の伝

えたいことに対する自分の考えをまとめやすいよ

うにする。 
○ 前時までに読み取ったことと関連付けて宣言文

「平和への誓い」を読むことで、筆者の伝えたいこ

とをより一層具体的にとらえることができるよう

にし、戦争や平和についての自分の見方・考え方を

書きまとめさせる。 
○ 「平和への誓い」を書いた６年生のように、戦争

や平和についての自分の考えを発信したいという

意欲を喚起する。 
○ グループでの交流、学級全体での交流を組み合わ

せながら、いろいろな友達の感じ方・考え方にふれ、

自分の見方・考え方を見直すことができるようにす

る。 
○ 第１時でまとめた自分の見方・考え方と比べて、

８ 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（予想される子どもの考え） 
・それを見る人 → 全世界の人々（現在、未来） 
・平和のとりでを築く → 一人一人が心の中に平和になってほしいという思いを強く 
             とどめておくこと。欲や憎しみを捨てること。 
・ 世界の遺産なのだ → 人々に認められた、日本だけではなく世界にとっても大切な

           もの。 
                         世界の人々に必要なもの。 

１０ 

１１ 

（
本 

時
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１ 筆者の伝えたいことをもと

に、戦争や平和につて考え、話

し合う。 
 
 
 
２ 発信する目的と相手、課題、

方法を決める。 
 
 
 
 
 
３ 調べることを具体化する。 
 
１ 現時点で考えていることを、

「仮の要旨」として書く。 
２ 「仮の要旨」が説得力をもつ

ように、必要な材料を集める。

 
 
 
 
３ 集めた資料が信頼できる資料

かどうか確かめる。 
 
１ 要旨をまとめ直す。 
 
２ 文章の構成を考える。 
  
３ 構成を見直す。 

自分の見方・考え方の変容を自覚できるようにす

る。 
○ 「社会の学習とつないで」「戦争や平和に関する

ニュ－スとつないで」「様々な本とつないで」とい

った視点をあたえることによって、自分の見方・考

え方をさらに明らかにしたい、他の人にも発信した

いという意欲を喚起する。 
○ 前時にかきまとめた自分の見方・考え方をきっか

けに、戦争や平和についての問題意識を高め、発信

する目的、課題へとつなぐ。 
○ イラク戦争などを例に挙げ、イラクの子どもたち

の状況などを紹介する。教科書の囲みの中の内容や

３人の子どものふき出しも参考にさせる。 
○ 修学旅行後、全校朝会で全校のみんなへの報告を

するとともに、５年生に向けての「平和への思いを

伝える本」を作っていく計画を立て、意欲を高める。

○ 課題はできるだけ具体的なものにするように助

言し、一人一人が情報を集め、考えをまとめていけ

るようにする。課題が決まったら、調べることを具

体化させていく。 
○ 調べることを具体化できない児童には、調べてい

く中で具体化、焦点化できるように支援していく。

○ 仮の要旨は、一文でできるだけ明確に書くように

する。 
○ 事前に、活用できそうな図書資料やインタ－ネッ

トのホームページを把握していき、児童に紹介す

る。 
○ 必要に応じて、先に「インタ－ネットと学習」を

読んで、効果的にインタ－ネットを活用できるよう

にする。 
○ いつ、だれが、どんな事実をもとにまとめて資料

なのかを確かめるとともに、できるだけ複数の資料

に目を通し、資料の信頼性を確かめる。 
○ 集めた資料をもとに考え、「仮の要旨」を「確定

した要旨」としてまとめ直すようにする。 
○ まとまりごとに見出しを付け、効果的な組み立て

を考えていくようにさせる。 
○ 「平和のとりでを築く」の文章構成も参考にする

ように助言する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４ 

 

 

１２ 

【課題の例】 
○ 世界の平和のために、日

本に住むわたしたちができ

ることは何だろう。 
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１ 自分の考えを書きまとめる。

 ○ 考えた文章構成にそって、

文末表現に気を付けながら、事

実と感想、意見を区別して、平

和についての自分の考えを書き

まとめる。 
 
 
 
 
１ 「インタ－ネットと学習」を

読んで、インタ－ネットを活用

する上で大切なことやル－ルを

再度確かめる。 
２ 単元の学習の仕方を振り返

り、まとめる。 
（１） 説明文の読み方 
（２） 情報の集め方 
（３） 考えの発信の仕方 

３ 学習を終えた感想を書く。 
 
 
 
 
 

○ 書き出しや文末表現にも気を付けるように助言

する。 
○ 段落と段落のつながりを考えて指示語や接続語

を適切に使うことも指導する。  
○ 資料の書き写しにならないように、必要なところ

を選んで分かりやすく書くようにさせる。 
○ チェックシ－トなどを活用し、友達同士で交流し

て助言し合えるようにする。 
○ 文章構成を見直し、書き出しや文末表現に気を付

けながら文章を書きまとめ、１冊の本にする。 
 
 
 
 
○ 教科書やワ－クシ－トを振り返らせ、学習の仕方

の定着を図る。 
 
 
 
○ 自分たちのまとめた本をもとに、この単元の学習

を終えた感想を書いて読み合わせることによって、

達成感を味わわせるとともに、学習した意味を実感

させる。 
○ 継続して、「平和」について情報を収集して考え

ていくように意識付ける。 
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５ 本時 （９／１７） 

     

      

６ 本時の目標 

 ○ 「平和のとりでを築く」「世界の遺産」という言葉の意味や、その言葉に込められた思いにつ

いて考え、筆者の伝えたいことを読み取ることができる。 

 ○ 自分の考えと友達の考えを比べながら、筆者の平和に対する考えについて自分の考えを広げた

り深めたりすることができる。 

  

７ 本時指導の考え方 

  前時までに子どもたちは、原爆ドームがたどった歴史と人々の思いについて読み取ってきている。

本時は、もう一つの読み通しのめあてである「平和のとりでを築く」で筆者は何を伝えたいのかを

１３段落を中心に読み確かめていく学習である。 

その読み通しのめあてに対する自分の予見を方向付け、予見を話し合う中で、 

・ 「それを見る人」とは、だれを指していっているのか。 

・ 「平和のとりでを築く」とは、どういうことなのか。 

・ 「世界の遺産」という言い方をしているのは、なぜだろうか。 

 という読み確かめのポイントが生まれ、それを明らかにするために、前時にそれについての自分の

読みを書きまとめている。 

  本時は、その読み確かめのポイントにそって書きまとめた自分なりの読みを話し合うことを通し

て、筆者の伝えたいことを読み確かめることがねらいである。 

  そこで、まず、一少女の日記をきっかけに運動が広がり、世界遺産に認定されるまでの道のりを

たどって読むことを通して、「それを見る人」とは世界の人々であることを確認し、原爆ドームが

「世界の人々の心に平和のとりでを築く」価値のあるものとして存在することを読み取らせるよう

にする。 

さらに、「平和のとりでを築く」ことはどういうことかということについて話し合う。その際こ

こでは、国連ユネスコ憲章の「戦争は人の心の中で生まれるものであるから」という言葉に立ち止

まり、自分たちの知識や経験と関連付けながら読んでいくようにする。その中で、戦争が、自分の

欲望を優先させ、相手よりもいい位置の立ちたいという思いからはじまっていることをとらえ、だ

からこそ、戦争を許さず、平和を守っていく強い意志をもつことが「人の心の中に平和のとりでを

築く」ことなのではないかと、つないでいけるようにしたい。 

  次に、「世界の遺産」という言い方をしているのはなぜかについて話し合う。ここでは、「の」に

着目して、「世界遺産」と比較したり、「建物」「建造物」「世界遺産」「記念碑」「世界の遺産」とい

う原爆ド－ムに対する書き表し方の変化をたどったりすることを通して、単なる建物ではなく、世

界の人々にとって大切な存在であるという原爆ド－ムの価値について読み取らせるようにする。 

  話し合いに際しては、子どもたち一人一人の読みを分析したカルテをもとに展開し、それぞれの

読みの共通点や相違点を生かせるように、指名の順序についても計画的に行うようにする。 

   



８ 板書計画
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９ 本時の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動と内容                指導上の留意点 

 

 
 
 
 

○ 前時の終わりに、本時の学習内容を知

らせ、本時の見通しをもたせておくよ

うにする。 

１ 本時のめあてを確認する。 
（１） 前時の学習を想起する。 
  ○ 読み確かめるポイントについて、自分なりの考

えを書き込んだことを確認する。 
   ・「それを見る人」とは、だれのことか。 

・「平和のとりでを築く」とは、どういうことか。

・「世界の遺産」という言い方の意味は何か。 
（２） 本時のめあてを確認する。 
 
 
 
 
２ 読み確かめのポイントについて話し合う。 
（１） 「それを見る人」とは、だれのことを指してい

るのかを話し合う。 
 
 
 
 
（２） 「平和のとりでを築く」とはどういうことなの

か話し合う。 
 
 
（３） 「世界の遺産」という言い方をしているのはな

ぜかについて話し合う。 
・「世界遺産」とどう違うのか。 
・「の」の後に続く言葉はなにか。 

 
 
 
 
 
 
 
３ 今日の学習でを書き、発表する。 
 
４ 本時の学習を振り返り、次時の学習内容を知る。 

 
 
 
 
○ 発言の仕方を確認し、筋道立てて自分

の考えを述べることができるように

する。 
○ 世界遺産に登録された過程の「一少

女」→「市民」→「全国の人々」→「世

界の人々」への広がりと関連づけて考え

させる。 
○  ユネスコ憲章の言葉にある「戦争は

人の心の中で生まれるもの」の意味

を、自分の知識や経験とつないで考え

させる。 
○  「の」に着目させることで、「世界

の人々の」という意味をとらえさせる

ようにする。 
○ 原爆ド－ムの書き表し方の変化から

も、その言葉に込められた筆者の思いを

考えさせる。 
・ 建物 ・建造物 ・世界遺産 ・記

念碑 ・世界の遺産 
○ 「なのだ」という文末に着目させるこ

とで、筆者の強い思いを感じ取らせる

ようにする。 
○ 学習前の自分の考えと比べながら書

かせるようにする。 
 

「それを見る人」「平和のとりでを築く」「世界の遺産」という言葉の意味を話し合い、

筆者の伝えたいことを読み確かめよう。
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